
プログラム

９月16日（金）

イブニングセミナー　腹腔鏡下胃切除をプラットフォームとしたリンパ節廓清法の教育	
	 18:15 ～ 19:15

座長：櫻本　信一（埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科）

ES 腹腔鏡下胃切除をプラットフォームとしたリンパ節廓清法の教育
〇比企　直樹
北里大学 医学部 上部消化管外科学

 共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

９月17日（土）

開会の辞	 8:55 ～ 9:00

当番会長：櫻本　信一（埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科）

一般演題１　胃１	 9:00 ～ 9:35

座長：鍋島　一仁（東海大学 医学部 消化器外科）

O1-1 食道胃接合部癌の組織型と術後再発形式に関する検討
〇前田　新介、成宮　孝祐、工藤　健司、伊藤　俊一、小川　杏平、 

細田　　桂
東京女子医科大学病院 消化器・一般外科

O1-2 局所進行胃癌患者に対する術前 biweekly Docetaxel ＋ Cisplatin ＋ S-1 併用化学療法の
有効性

〇笠原　康平 1）、國崎　主税 1）、佐藤　　渉 1）、佐藤　　圭 1）、木村　　準 1）、 
田中　優作 2）、小坂　隆司 3）、小野　秀高 4）、牧野　洋知 5）、秋山　浩利 3）、 
髙橋　正純 2）、遠藤　　格 3）

横浜市立大学附属市民総合医療センター 消化器病センター外科 1）、 
横浜市立市民病院 外科 2）、横浜市立大学 消化器・腫瘍外科学 3）、 
横須賀共済病院 外科 4）、藤沢市民病院 外科 5）
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O1-3 切除不能進行・再発胃癌でのニボルマブの前治療の有無によるイリノテカン療法の治
療成績の検討

〇竹下　宏樹、湯徳　祐樹、岡島　　航、石井　博道、伊藤　忠雄、 
中西　正芳

松下記念病院 外科

O1-4 ヘリコバクターピロリ感染を考慮に入れた残胃炎と術後の筋肉量変化との関連
〇藤幡　士郎 1,2）、櫻本　信一 2）、森本　洋輔 2）、松井　一晃 2）、西別府敬士 2）、 

江原　　玄 2）、藤田　翔平 2）、大矢周一郎 2）、椙田　浩文 2）、李　　世翼 2）、 
宮脇　　豊 2）、佐藤　　宏 2）

成田記念病院 外科 1）、埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科 2）

一般演題２　胃２	 9:40 ～ 10:15

座長：細田　　桂（東京女子医科大学病院 消化器・一般外科）

O2-1 穿孔に対して緊急胃切除術を施行したびまん性大細胞性 B 細胞性リンパ腫の２例
〇川村　知輝、河口　賀彦、庄田　勝俊、赤池　英憲、白石　謙介、 

古屋　信二、細村　直弘、雨宮　秀武、川井田博充、市川　大輔
山梨大学医学部付属病院 第一外科

O2-2 BMI ≥ 25 の肥満症例の胃癌に対する腹腔鏡下幽門側胃切除術の安全性と有用性に関す
る検討

〇松井　一晃 1,2）、櫻本　信一 2）、椙田　浩文 2）、西別府敬士 2）、江原　　玄 2）、 
藤田　翔平 2）、藤幡　士郎 2）、大矢周一郎 2）、宮脇　　豊 2）、佐藤　　浩 2）、 
山下　継史 3）

国立病院機構東京医療センター 一般・消化器外科 1）、 
埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科 2）、 
北里大学医学部新世紀医療開発センター 先進外科腫瘍学 3）

O2-3 膵上縁先行アプローチによるロボット支援下胃切除術
〇郡司　　久、米本　昇平、龍崎　貴寛、澤田　尚人、花岡　俊晴、 

成本　壮一、羽成　直行、岡崎　靖史
横浜労災病院 外科

O2-4 ロボット支援下噴門側胃切除術における観音開き再建法の工夫
〇青山　純也、山田　　暢、香月　優亮、西山　　亮、江川　智久
済生会横浜市東部病院 消化器外科
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一般演題３　胃３	 10:20 ～ 10:55

座長：大矢周一郎（東京大学医学部附属病院 胃食道外科）

O3-1 高齢者局所進行胃癌に対する腹腔鏡下幽門側胃切除術の安全性の検討
〇森本　洋輔 1,2）、櫻本　信一 2）、椙田　浩文 2）、西別府敬士 2）、江原　　玄 2）、 

藤田　翔平 2）、藤幡　士郎 2）、大矢周一郎 2）、宮脇　　豊 2）、佐藤　　弘 2）

慶應義塾大学医学部 外科学（一般・消化器）1）、 
埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科 2）

O3-2 80 歳以上高齢者胃癌に対する腹腔鏡手術の安全性の検討
〇渡邉　健次
京都中部総合医療センター 外科

O3-3 ASA3 高齢胃癌患者における予後不良因子の検討
〇西別府敬士 1,2）、櫻本　信一 2）、大橋　拓馬 1）、小西　博貴 1）、塩﨑　　敦 1）、 

窪田　　健 1）、藤原　　斉 1）、大辻　英吾 1）

京都府立医科大学 消化器外科 1）、埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科 2）

O3-4 術後サルコペニアのリスク因子
〇鳥海　哲郎 1,2）、八木　浩一 2）、奥村　康弘 2）、愛甲　　丞 3）、野村　幸世 2）、 

瀬戸　泰之 2）

埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科 1）、 
東京大学医学部附属病院 胃食道外科 2）、東京大学医科学研究所附属病院 外科 3）

一般演題４　良性	 11:00 ～ 11:40

座長：塩谷　昭子（川崎医科大学 消化管内科学）　　　　　　　	　	
持木　彫人（埼玉医科大学総合医療センター 消化管一般外科）

O4-1 当院におけるクローン病患者の病態把握における水溶性消化管造影剤併用 CT 検査の有
用性～ Ustekinumab 使用例における解析～

〇林　　未来 1）、丹下　和洋 2）、新居田一貴 1）、白石　佳奈 1）、橋本　　悠 1）、 
富田　英臣 3）、山本　安則 3）、竹下　英次 2）、池田　宜央 3）、日浅　陽一 1）

愛媛大学 大学院 消化器・内分泌・代謝内科学 1）、 
愛媛大学 大学院 地域消化器免疫医療学 2）、愛媛大学附属病院 光学医療診療部 3）

O4-2 当科におけるクローン病に対する外科的治療の検討
〇大曽根勝也、小川　博臣、塩井　生馬、小澤　直也、中澤　信博、 

岡田　拓久、白石　卓也、酒井　　真、宗田　　真、調　　　憲、 
佐伯　浩司

群馬大学 大学院医学系研究科 総合外科学講座
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O4-3 胃癌根治術後の食道運動測定の有用性
〇豊増　嘉高、持木　彫人、熊倉　真澄、牟田　　優、伊藤　徹哉、 

山本　　梓、幡野　　哲、石畝　　亨、松山　貴俊、熊谷　洋一、 
石橋敬一郎、石田　秀行

埼玉医科大学総合医療センター 消化管・一般外科

O4-4 重度食道炎を生じた脳性麻痺の患者に対し、腹腔鏡下噴門形成＋内視鏡的胃瘻造設術を
施行した１例

〇若田　光男、乗松　　裕、戸田　　匠、中島　拓也、秋山　真之、 
新堰佳世子、中本　壽宏、高橋　雅哉

立川相互病院 外科

O4-5 当院における胃食道逆流症に対する外科的治療
〇鈴木　幹人、萩原　信敏、金沢　義一、櫻澤　信行、中田　亮輔、 

増田　寛喜、吉田　　寛
日本医科大学付属病院 消化器外科

一般演題５　大腸	 11:45 ～ 12:25

座長：出口　勝也（埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科）

O5-1 Pembrolizumab の投与により pCR を得られた MSI-high 上行結腸癌の１例
〇田中　裕人、米澤　博貴、藤井　能嗣、佐々木　恵、岡崎　直人、 

石川慎太郎、石山　泰寛、石井　利昌、出口　勝也、平能　康充
埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科

O5-2 Stage Ⅳ大腸癌における傍大動脈リンパ節郭清の意義
〇坂本　裕生 1）、呉林　秀崇 1）、松中　喬之 1）、嶋田　通明 1）、田海　統之 1）、 

澤井　利次 1）、森川　充洋 1）、小練　研司 1）、玉木　雅人 1）、村上　　真 1）、 
廣野　靖夫 2）、五井　孝憲 1）

福井大学 第一外科 1）、福井大学 がん診療推進センター 2）

O5-3 内視鏡の拡大観察を用いた術中腸管血流評価の試み
〇貝沼　駿介、丸山　哲郎、上里　昌也、玉地　智英、中野　　明、 

荒澤　孝裕、廣砂　琢也、比毛修太郎、松原　久裕
千葉大学 大学院医学研究院 先端応用外科

O5-4 直腸癌における術前［18F］PET/MR-defined EMVI （pmrEMVI）と癌微小環境との関
連性の検討

〇松中　喬之 1）、嶋田　通明 1）、田海　統之 1）、呉林　秀崇 1）、澤井　利次 1）、 
森川　充洋 1）、小練　研司 1）、玉木　雅人 1）、村上　　真 1）、廣野　靖夫 2）、 
五井　孝憲 1）

福井大学 第一外科 1）、福井大学 がん診療推進センター 2）
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O5-5 高脂肪食誘発肥満マウスにおけるアゾキシメタン誘発大腸腫瘍への運動の影響
〇葉　　祥元、松本　啓志、笹平　百世、三澤　　拓、松本　正憲、 

大澤　元保、半田　　修、梅垣　英次、塩谷　昭子
川崎医科大学附属病院 消化器内科

ランチョンセミナー　	逆流性食道炎	 12:30 ～ 13:30

座長：高林英日己（埼玉医科大学総合医療センター 消化器・肝臓内科）

LS-1	 GERD診療ガイドライン2021の改訂ポイント	 	
～ GERD診療における最新の知見を含めて～

〇川見　典之 
日本医科大学 消化器内科学

LS-2	 コロナ禍における胃食道逆流症診療の問題点
〇今枝　博之
埼玉医科大学 消化管内科

 共催：武田薬品工業株式会社

主題セッション　ポストコロナにおける消化器疾患の診断と治療戦略	 13:35 ～ 14:35

座長：國崎　主税（横浜市立大学附属市民総合医療センター 消化器病センター 外科）	
五井　孝憲（福井大学 第一外科）　　　　	　　　　　　　　　　　　		　　

M-1 術前に COVID-19 が院内感染した終末期直腸癌の１例
〇西　　翔太、円城寺　恩、安井友梨奈、熊谷　遼介、田澤美也子、 

小林　建太
JAとりで総合医療センター 外科

M-2 コロナ禍における食道癌診療の実際とポストコロナへの対策
〇井上　正純、坪佐　恭宏、羽田　綾馬、石井賢二郎、眞栁　修平
静岡県立静岡がんセンター 食道外科

M-3 コロナの流行は胃癌診療にどのような影響を与えたか
〇藤田　翔平 1,2）、櫻本　信一 1）、森本　洋輔 1）、江原　　玄 1）、西別府敬士 1）、 

大矢周一郎 1）、藤幡　士郎 1）、李　　世翼 1）、宮脇　　豊 1）、椙田　浩文 1）、 
佐藤　　弘 1）

埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科 1）、上尾中央総合病院 外科 2）

M-4 胃がん検診におけるコロナ pandemic の影響とポストコロナにおける胃がん検診
〇新倉　量太、杉本　光繁、濱田麻梨子、秋本　佳香、永田　尚義、 

岩田　英里、河合　　隆
東京医科大学 医学部 消化器内視鏡学分野
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M-5 COVID-19 の大流行が人間ドック受検者の Quality of life に与える影響
〇山内　友愛、北條麻理子、竹田　　努、沖　翔太朗、上田久美子、 

上山　浩也、嶋田　裕慈、浅岡　大介、澁谷　智義、永原　章仁
順天堂大学 医学部 消化器内科

スポンサードシンポジウム　結腸体腔内吻合	 14:40 ～ 15:40

座長：平能　康充（埼玉医科大学国際医療センター 下部消化管外科）

SS-1	 腹腔鏡下結腸切除術における体腔内吻合の安全な導入に向けて
〇小野　智之
東北大学病院 総合外科

SS-2	 当院におけるロボット支援下結腸切除術の郭清と体腔内吻合の工夫
〇山本　大輔
厚生連高岡病院 外科

 共催：コヴィディエンジャパン株式会社

一般演題６　示唆に富む症例報告A	 15:45 ～ 16:20

座長：郡司　　久（横浜労災病院 外科）

O6-1 難治性食道狭窄を呈した Zollinger-Ellison 症候群の 1 例
〇伊藤　　直、小川　　了、齋藤　正樹、上野　修平、早川　俊輔、 

大久保友貴、佐川　弘之、田中　達也、瀧口　修司
名古屋市立大学 大学院医学研究科 消化器外科学

O6-2 Luschka 管を伴った陶器様胆嚢癌の１例
〇龍崎　貴寛、成本　壮一、羽成　直行、郡司　　久、花岡　俊晴、 

澤田　尚人、米本　昇平、卓馬紳之介、岡﨑　靖史
横浜労災病院 外科

O6-3 PDM を伴う下部直腸癌に対し、腹腔鏡下括約筋間直腸切除を施行した 1 例
〇近藤　宏佳、前田　　文、中川　了輔、腰野　蔵人、金子　由香、 

隈本　　力、番場　嘉子、井上　雄志、山口　茂樹
東京女子医科大学 下部消化管外科

O6-4 肛門周囲に Pagetoid spread を伴う肛門管癌に対し mapping biopsy 併用外科的切除を
施行した１例

〇林　　孝朗、古屋　信二、滝口　光一、平山　和義、白石　謙介、 
赤池　英憲、河口　賀彦、雨宮　秀武、川井田博充、市川　大輔

山梨大学 医学部 外科学第一講座
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研修医アワード	 16:25 ～ 16:55

座長：田邉　　聡（北里大学医学部新世紀医療開発センター）　　		　　　　　	　　
櫻本　信一（埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科）　　　	　　　	　　

審査員：國崎　主税（横浜市立大学附属市民総合医療センター 消化器病センター 外科）
塩谷　昭子（川崎医科大学 消化管内科学）　　　　			　　　　　　　		　　　
持木　彫人（埼玉医科大学総合医療センター 消化管一般外科）　　　　			　　
五井　孝憲（福井大学 第一外科）　　　　　　　　　	　　　　　　　		　　

A-1 胃に穿通し埋没した魚骨を内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）で除去した 1 例
〇小森友花子、和田　拓也、田邉　美奈、古江　康明、渡邊　晃織、 

石戸　謙次、黒須　貴浩、長谷川力也、田邉　　聡、草野　　央
北里大学病院 消化器内科

A-2 胃癌に対するダブルトラクト再建術後の逆流性食道炎に対して残胃全摘術を行い治癒
した１例

〇大嶋　侑平 1）、椙田　浩文 1）、久岡　和彦 1）、高畠　和也 1）、鳥海　哲郎 1）、 
李　　正翼 1）、宮脇　　豊 1）、佐藤　　弘 1）、櫻本　信一 1）、小村　伸朗 2）

埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科 1）、西埼玉中央病院 外科 2）

A-3 孤立性胃転移をきたした乳癌の 2 例
〇岡本　雲平 1）、並川　　努 2）、宇都宮正人 2）、横田啓一郎 2）、沖　　豊和 2）、 

宗景　匡哉 2）、上村　　直 2）、前田　広道 2）、北川　博之 2）、杉本　健樹 2）、 
小林　道也 3）、花﨑　和弘 4）

高知大学医学部附属病院 研修医センター 1）、高知大学 医学部 外科学講座 2）、 
高知大学 医学部 医療学講座医療管理学分野 3）、 
高知大学医学部附属病院 次世代医療創造センター 4）

一般演題７　示唆に富む症例報告B	 17:00 ～ 17:35

座長：椙田　浩文（埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科）

O7-1 粘膜下層深部への浸潤が疑われたが悪性サイクルを経て内視鏡治療し得た早期胃癌の
１例

〇米本　昇平 1）、水藤　　広 2）、岡崎　靖史 1）、羽成　直行 1）、郡司　　久 1）、 
成本　壮一 1）、花岡　俊晴 1）、澤田　尚人 1）、龍崎　貴寛 1）、卓馬紳之介 1）、 
松原　久裕 2）

横浜労災病院 外科 1）、千葉大学 大学院医学研究院 先端応用外科 2）

O7-2 食道癌術後の胃管癌に対し腹腔鏡下胃管幽門側切除術を行った 1 例
〇荒谷　憲一、矢原　愛純、小城　正大、門谷　弥生、秋岡　清一、 

中野　且敬
近江八幡市立総合医療センター 外科
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O7-3 腹膜播種、および肉眼的膵浸潤を伴う切除不能胃癌に対し Conversion Surgery を施行
し得た１例

〇谷田部悠介、佐藤　雄哉、坂野　正佳、山口　和哉、藤原　尚志、 
谷岡　利朗、川田　研郎、春木　茂男、徳永　正則、絹笠　祐介

東京医科歯科大学 上部消化管外科

O7-4 胃癌の術前化学療法中に薬剤性高アンモニア血症を呈した１例
〇江原　　玄、櫻本　信一、久岡　和彦、高畠　和也、鳥海　哲朗、 

李　　正翼、宮脇　　豊、椙田　浩文、佐藤　　弘
埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科

表彰式・当番会長挨拶	 17:40 ～ 17:50

当番会長：櫻本　信一（埼玉医科大学国際医療センター 消化器外科）

次期当番会長挨拶・閉会の辞	 17:50 ～ 18:00

次期当番会長：五井　考憲（福井大学 第一外科）
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